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試験開始の合図があるまでに、次の注意事項をよく読んでください。

１．試験開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。

２． 机の上には、受験票・鉛筆・シャープペンシル・消しゴム・鉛筆削り（電動式は除く）・時計（時計機
能だけのもの）・眼鏡以外のものは置かないでください。

３． 問題・解答用紙の両方に必ず受験番号・氏名を記入してください。提出の前には記入漏れがないか再
度確認してください。

４．問題は２問あります。１問を選択し解答してください。

５．選択した問題番号を、解答用紙の選択問題番号欄の に記入してください。

６． 試験中に問題冊子の印刷不鮮明・ページの落丁・乱丁に気付いた場合、また問題の内容について質問
などのある場合には、手を挙げて監督者に知らせてください。

７．問題冊子の余白等は適宜利用して構いません。

８．配布された問題・解答用紙は試験終了後回収しますので、持ち帰らないでください。

◇携帯電話は、電源を切ったうえで鞄の中にしまってください。

解答上の注意
⑴ 解答は、解答用紙に横書きで記入してください。

⑵ 英数字や記号は、１マスに２文字入れても構いません。
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［問題１］　

本問題は、著作権の都合により非公開としています。
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［問題２］　

近年、人工知能（AI）は急速に発展し、私たちの生活にますます身近な存在となっています。AIは学習

や仕事、娯楽など、さまざまな分野での活用が期待される一方で、さまざまな課題も存在します。

AIの活用による利点と課題の両方について、考えられる例を挙げながら、今後どのように活用していく

のが望ましいかを論じなさい。なお、300字以上 400字以内で記述すること。
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